
介護のシゴト 魅力向上懇談会 議論の整理

業務の生産性と効率性の向上

人材育成

業務の分析と標準化を踏まえ、ＩＣＴを活用し、階層別・職
種別・テーマ別の研修体制を構築。キャリアアップと技能
習得の関係が明確化
複数の中小規模の法人が連携・グループ化して、人材育
成を実施。研修内容や体制の標準化

利用者本位の仕事観

ICTを活用したペーパーレス化や
業務プロセスの見直し

記録作成・保管等のICT化で事務効率化し、本来の介護
業務に専念。また、管理業務の時間を半減（育児時短等
柔軟な働き方も可能に）
管理スタッフをチーム制とし、本来の管理業務に専念でき
るよう業務プロセスを見直すことで、残業を短縮
モバイル端末による情報共有と、着信情報のトリアージに
より、効率的に業務を実施

介護ロボット等新しい技術の活用
（介護職員の負担軽減）

介護リフトによる「持ち上げない介護（ノーリフティング）」に
より移乗介護の負担を軽減
装着型の介助用ロボットにより介護職員の腰痛を防止
見守りセンサーにより安否確認業務を軽減

資質向上・キャリアアップの実現と
専門性の確保

介護業務の類型化と
専門性に応じた人材の機能分化

介護業務のうち、身体介助は専門の介護職員が対応。食
事、掃除等の生活援助には地域にある社会資源を活用
常時の見守りにセンサー等IoT機器を活用することにより、
介護職員は事故防止や生活支援業務に注力できる

利用者の笑顔が見られるサービス

介護リフトによる「持ち上げない介護」により、利用者とのア
イコンタクトがとれ、利用者の表情が明るくなる
「良い介護ができている」実感が職場定着の重要な要素
利用者の状態の基本的な評価を多職種間で共有するこ
とで、皆が効果を実感
介護職員の自立支援を通じた自己実現と成果の実感、そ
れに基づく学習の循環が重要

魅力ある介護の職場とは？

処遇改善、人材の参入・定着を進める

魅力ある職場づくりのための実践

業務に携わる中で専門性が高まり、
キャリアアップもできる
（自己実現、達成感）

業務の生産性や効率性が高い
（働きやすい、未来指向）

地域で生活を続けられるための支援・事故防止

地域内の支援者が適切に情報共有することで、在宅の暮
らしを続けることが可能となる
事故はいつ起きるか分からないので、センサー等のIoT機
器を用いた感知が有効
画像処理技術を用いたプライバシー保護の工夫も進んで
いる
見守りセンサーを居室に設置することに加え、必要に応じ
て随時訪問することで効果的・効率的な生活支援が可能
となる

確固とした経営者の理念・組織の風土

シゴトのやり方を変えて介護サービスを魅力あるものにする
ことを目指し、事業主自身が自助努力することが肝要。制
度による支援は事業主のやる気を後押し
事業主の視点と従事者の視点が一致・統合されることに
より、組織として力を発揮できる

利用者に感謝される
（対人サービスゆえの喜びの実感）

業務の分析・標準化・改善

業務の分析のためには、介護の現場の記録の標準化が
重要な要素
ICTを活用し個人の経験・現場の気づきのデータを収集・
分析することで、根拠に基づく介護を実践。その結果を踏
まえ、業務をさらに改善
サービス内容を統一化するために業務マニュアルを作成
し、当事者により継続的に刷新
支援の目的と役割を共有するため、基本的な評価事項を
簡潔な表にし、多職種間で共通言語化

人事管理

職務役割基準の設定と目標管理システムの導入により、
管理者、従事者双方にとって目標達成状況や職務習熟
度の確認が容易に
キャリアパス、人事評価、処遇を連動
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地域で生活を続けられるための支援
・事故防止

確固とした経営者の理念・組織の風土

○経営者の確固とした理念・リーダーシップにより、１～３を一体的に推進
○国・保険者は、先進的な取組みの後押しや行政が求める帳票等の文書量の半減、介護業務等に関する
データの標準化と分析等を通じて制度面・環境面を整備

海外にも発信できるような日本式ケアモデルの構築


